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４．欠席委員　　　福原　秀和
５．議事に参与した者

　　事務局長　　　川内　　進　  事務局次長　　山下　文次
　笠利分室長　　中尾　豊和　　
住用分室長　　納　　保敏　　住用分室主幹　用稲　工巳　
６．報告事項

　　　・臨時総会日程について
　　　・４月定例総会日程について

７.議事日程

　(1)　会議録署名委員の指名について

　(2)　会期の決定について

(3)　議案について
議案第12号　農地法第３条の規定による許可申請について

議案第13号　農地法第５条の規定による許可申請について

議案第14号　非農地の認定について

議案第15号　名瀬地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定について

議案第16号　笠利地域農用地利用集積計画(利用権設定)の合意解約の決定

について

議案第17号　笠利地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定について

議案第18号　奄美農業振興整備計画変更申請（重要な変更:除外）に伴う
意見書について　　
議案第19号　奄美農業振興整備計画変更申請（軽微な変更:用途区分の変

更）に伴う意見書について

議案第20号　下限面積（別段面積）の決定について

協議事項

・年間行事予定表について
・中間管理機構について
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	（前山会長）
ただいまの出席委員は２１人であります。総会は成立いたしました。

これから、平成２７年第３回定例総会を開会いたします。

（欠席委員は福原　秀和委員）
それでは、議事日程に入ります

日程第１　
会議録署名委員の指名を行います。

本総会の会議録署名委員には、１５番松元　修一委員と１６番肥後　安美委員の２名を指名いたします。

日程第２　
会期の決定を議題といたします。

本日の総会は日程通知のとおり議案第１２号から議案第２０号までの９件を予定いたしております。

お諮りいたします。
会期は本日１日にしたいと思いますが，これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

　ご異議なしと認めます。　
よって
本総会の日程は１日と決定いたしました。
本日の議案日程はあらかじめお配りしてありますとおりを予定としております。
これにご異議ございませんか。
（「異議なし」の声あり）

ご異議なしと認めます。
日程第3

議案第１２号農地法第３条の規定による許可申請について、を議題といたしますが、本案には私の調査報告案件が含まれておりますので、議長を会長代理と交代して議事を進めたいと思います。

（議長交代）

（松崎会長代理）

　議案第１２号農地法第３条の規定による許可申請について、を議題といたします。

　事務局に議案の朗読と説明を求めます。
（川内局長）
（事務局の朗読及び説明）　

№８につきましては、交換による所有権移転でございます。４ページにありますように受人はパパイヤ８４アール、バナナ５５アール等を栽培しており、取得地にはタンカンを植栽する予定で規模拡大のためと判断いたします。この土地につきましては、市の平田浄水場の所に水道施設があるのですが、その施設用地と浦上の奥万田原の試験場用地とを交換する案件です。
№９につきましては、贈与による所有権移転でございます。１４ページにありますように受人はサトウキビ４６アールを栽培しており、取得地にはサトウキビを植栽する予定で規模拡大のためと判断いたします。
№１０につきましては、売買による所有権移転でございます。２７ページの営農計画書にもありますように受人は野菜等２５アールを栽培しており、取得地には果樹を植栽する予定で規模拡大のためと判断いたします。

№１１につきましては、売買による所有権移転でございます。新規のため３２ページに営農計画書も添付されております。マンゴー等の栽培を計画しており問題はないものと判断いたします。

以上４件でございます。

農地法第３条第２項の各号に該当しないため、許可要件をすべて満たして
いると考えられます。以上です。
(松崎会長代理）

　本案に対する担当調査委員による調査意見の報告を求めます。

　順次譲受人、譲渡人、土地の順にそれぞれ報告を求めます。

　

（山下次長）

　議案第１２号農地法第３条議案番号№８の案件につきましては、譲受人であります再田氏が龍郷町瀬留に在住のため３月１８日（水）午前１０時１０分に本人の携帯にて申請内容について調査いたしました。
平田町の原野に浄水場から山田団地への水道管が埋設されており、再田さんの土地を市が３０年程借用していたそうですが、今回この原野１０，５６４平方メートルと浦上にある奄美市の土地３，８７４平方メートル内農地が２，９２５平方メートルとを交換する話しが奄美市とまとまりましたのでこの３条申請をよろしくご審議下さいということでしたので報告いたします。以上です。
（行委員）

　議案第１２号議案番号№８農地法第３条第１項の規定による許可申請について，事前調査報告を行います。
　昨日３月１９日午前１１時に渡人であります奄美市農林振興課の担当者に聞き取り調査を行う予定でしたが、係が外勤で約束の時間に戻らず他の係からの聞き取り調査を行いました。申請書に代替地の地番、面積等が記載されていないので尋ねてみたところ、詳細は事務局への申請書に記載しているとのことで、申請書に間違いのないことを確認したことを報告いたします。ご審議の程よろしくお願いいたします。以上です。
（前山委員）

　農地法第３条の規定による許可申請の№８についての土地について報告いたします。

　これは国道５８号線の浦上の中古車販売展示場のすぐ隣です。そこはフェンスで囲われていまして今では耕作放棄地状況で原野化なっております。試験場の果樹の栽培地として造成された様ですがフェンスがされていまして中には入っていける状況ではありません。国道から見てフェンスが張られているなというのは分かります。そういう状況です。以上です。
（中尾分室長）
　福原委員が本日欠席しており委員から調査報告を預かっておりますので報告いたします。

　譲受人、譲渡人、土地について一括で説明いたします。

　議案第１２号農地法第３条の規定による許可申請№９の贈与の案件について説明いたします。３月１０日（火）午後３時３５分頃受人宅へ行き本人から直接聞き取りいたしました。この案件は渡人の父と受人は兄妹でありまして、今勝４７６番は受人の畑９５１平方メートルでありその奥が渡人の今回申請されている今勝４７５番２７５平方メートルを贈与で譲り受けましたので申請書のとおり間違いありませんのでお願いいたしますとのことでした。現在サトウキビが栽培されております。
　なお、第２項第１号、第２項第４号、第２項第７号については別紙のとおりです。
　委員の皆様方のご審議をお願いいたします。以上です。
　次に渡人の調査報告をいたします。
　議案第１２号農地法第３条議案番号№９に案件につきましては、譲渡人に３月１３日（金）午前８時４１分に電話で確認したところ、申請書のとおり事実であるのでよろしくお願いしますとのことでしたので報告いたします。よろしくお願いいたします。以上です。
（榮委員）

　この№１０につきまして譲渡人は８１歳と高齢ですが、子供さんがいまして畑の責任者で、不動産の方に土地は全部売買するようにお願いしてあったということで、先月の会に出した書類は不動産が勝手に書類を出して本人は全然知らないという状態で出したもので、今回は不動産の方から本人に直接電話がありまして了解をしたということで、また同じ書類が出てきた次第です。
　土地につきましては現在雑草地の状態でして手を付けていない状態です。
　なお、第２項第１号、第２項第４号、第２項第７号については別紙のとおりでありますので皆様のご審議の方よろしくお願いいたします。以上です。
（中尾分室長）
　議案第１２号農地法第３条の規定による許可申請議案番号№１０の案件につきましては、譲受人に３月１３日（金）午前８時３６分に電話で確認しましたところ申請書のとおり事実であるのでよろしくお願いしますとのことでしたので報告いたします。以上です。
（前田委員）
　議案第１２号№１１の３条許可申請の譲受人について３月１８日午後８時２０分より譲受人宅で婦人同伴で申請書類の確認をいたしました。
　譲受人はかねてより農業をしたく農地を求めており、新聞広告で農地売買を知り今回の申請に至ったということでございます。婦人も後２年で退職とのことで夫婦で営農したいという申請で、申請書のとおり間違いないということでした。今後あらゆる機会を捉えて営農に関する研修に参加して地域の活動と農業生産活動を農作業に十分注意して頑張るようにといって帰ってきました。皆様のご審議方よろしくお願いいたします。以上です。
（吉委員）
　農地法第３条の規定による許可申請№１１について調査報告をいたします。
　３月１５日（日）１０時３５分渡人の自宅で直接会って話を聞くことが出来ました。土地の所在及び対価等申請書の内容に間違いのないということでした。よろしくお願いいたします。以上です。

（肥後委員）
　議案第１２号農地法第３条の規定による許可申請№１１の土地について調査しましたので報告いたします。

　３月１９日午後０時３０分より申請地を調査しました。申請地は資料の３４ページにありますが奄美空港と太陽ヶ丘運動公園との中間辺りに位置し、土地改良されたスプリンクラーの付いた農地で、周囲は防風垣が植えられていました。畑の中にはハウスが５棟建てられており、４棟はマンゴー、１棟はキュウリ、露地にドラゴンフルーツが植えられており、他に植え付け可能な土地が１５アール位残っておりました。最良の農地ですので譲受人は新規に農業をされるとのことですが活躍が期待されます。
　農地法第３条の調査項目に従って調査した結果、第２項第１号、第２項第４号、第２項第７号については別紙のとおりでありますので報告いたします。なお、今朝無断で門扉を開けて調査したことをお伝えしましたところ、構いません、よろしくお願いしますとのことでしたので申し添えます。以上です。
（松崎会長代理）
　それでは本案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

（松元委員）

　№８の土地については段々畑になっているのか、それとも平地になっているのですか。

（前山委員）

　国道５８号線から上の方に斜面になっており段々畑になっています。
（榮委員）
　これは国道沿いにあります西原商会を過ぎた所ですか。

（前山委員）

　過ぎてタイヨーまでは行きませんが、奄美卸センターの中古車の軽の展示場があるのですがそのすぐ隣です。

（吉委員）

　№８について交換する市の土地は地目は何になっているのですか。

（山下次長）
　原野ですね。原野で１０，５６４平方メートルになっています。
（松元委員）

　水道施設で使われているのですよね。
（山下次長）

　はい、そうです。水道の管が山田団地の方まで埋設されています。

（榮委員）

　今平田浄水場の方の原野となっていますが１０，５６４平方メートルの内からとの交換ですか。

（川内局長）

　全部とです。ですので、１０，５６４平方メートルと３，８７４平方メートルの交換です。
（榮委員）
　ちなみに譲受人が会社役員となっていますが、この事業内容は何になりますか。
（川内局長）

　中古車販売になります。

（吉委員）

　№１１の３４ページの図面で申請地は道路の直ぐ傍ではなかったのですか。
（肥後委員）
　畑総の地区内で２筆で１区画になっています。左から右に空港から上ってくる道です。一般に４号線と呼ばれています。上が太陽ヶ丘で右が海になります。
（松崎会長代理）

　外に質疑ございませんか。

(「なし」の声あり)

質疑がないようですから、これをもって質疑を終結いたします。

  お諮りいたします。

　議案第１２号農地法第３条の規定による許可申請については、担当調査員による調査意見の報告のとおり、許可意見と認めることにご異議ございませんか。

(「異議なし」の声あり)

ご異議なしと認めます。

よって議案第１２号農地法第３条の規定による許可申請については、審議の結果、これを認めることに決定いたしました。

　
日程第５
　議案第１４号非農地の認定について、を議題といたします。

　事務局に議案の朗読及び説明を求めます。

（川内局長）

（議案の朗読及び説明）
　№２につきましては、申請人が浦上町の傳さん、申請地が名瀬矢之脇町２１８７番で面積が２５７平方メートルです。申請地につきましては担当調査委員の方から報告があると思いますのでよろしくお願いいたします。以上１件でございます。

（松崎会長代理）

　それでは、本案に対する調査担当委員による調査意見の報告を求めます。

（前山委員）

　議案第１４号非農地の認定について№２の申請人について報告いたします。

　３月１６日（月）傳さんの所に訪問しまして本人から直接話を伺いました。４８ページにありますように傳さんの義理の母親が家庭菜園として使っていたようですが、平成６年の台風災害で崖崩れしましてそれからほったらかしているということです。自分達はもう農業する機会はありませんので非農地でお願いしたいということでした。以上です。

（屋島委員）

　議案第１４号№２の非農地の認定の許可申請についてご報告いたします。
　３月１２日午前１０時に事務局から局長と山下次長と屋島の３人で矢之脇町の現場で調査を行いました。申請地は住宅地から１００メートル位山に登った所にあり、全体的に樹木が生い茂り重機も入らない所であり、農地への復旧は困難な現状であると判断し、非農地として認定しても差し支えないと思われます。以上です。

（松崎会長代理）
　これから本案対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

（「なし」の声あり）
質疑がないようですから、これをもって質疑を終結いたします。

　お諮りいたします。

　議案第１４号非農地の認定については、これを認めることにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

ご異議なしと認めます。

　よって、議案第１４号非農地の認定については、審議の結果これを認めることに決定いたしました。

（議長交代）
（前山会長）

日程第４
　議案第１３号農地法第５条の規定による許可申請について、を議題といたします。

事務局に議案の朗読と農地区分の報告を求めます。

（川内局長）

（事務局の朗読及び農地区分の報告)
№８につきましては、贈与による所有権の移転で一般住宅を建設するための申請でございます。申請地は大笠利のガソリンスタンドから用に向かう道路の左側にあり、１１月の定例会で農振除外の申請のあった場所です。農地区分は第１種農地と判断いたします。以上１件でございます。
（前山会長）　　
本案に対する担当調査委員による調査意見の報告を求めます。
（吉委員）
　議案第１３号農地法第５条申請№８について調査報告をいたします。

　受人、渡人併せて報告をしたいと思います。
　３月１３日午後２時に松崎委員、福原委員、中尾分室長立会のもと現地において受人、渡人に話を聞くことが出来ました。申請書の受人と渡人は叔父・甥の関係で申請地を贈与して住宅を建設するための申請であります。申請書に書いてある内容のとおりであるとのことでした。また、受人は会社員で資金については借入ということで、現在の住まいは借家で許可があり次第
建築したいということで特に問題はないものと思われます。
　土地については、基盤整備地区でありますが申請地は北側に道路、隣は祖父母の住宅で裏側にも住宅があり、昨年１１月の定例総会において農振除外申請が出され既に許可が下りた土地であります。事前着手及び周辺の農地への影響もなく問題はないものと考えています。委員の皆様のご審議の程よろしくお願いいたします。以上です。
（松崎委員）
　３月１３日（金）午後２時から農地法第５条許可申請の現地調査及び聞き取り調査を行いました。

　調査の結果、ただいま吉委員から説明がありましたように間違いありませんので皆様方の審議方よろしくお願いいたします。以上です。
（中尾分室長）
　福原委員の調査報告を預かっていますので報告いたします。

　議案第１３号農地法第５条の規定による許可申請について№８の贈与についてご説明いたします。

　３月１３日（金）午後２時より現地において中尾笠利分室長、吉委員、松崎委員、私の４人と受人・渡人計６人で立ち会い聞き取り調査を行いました。大字笠利８２８番１、７３２平方メートルの内２７１平方メートルで一般住宅を建設するそうです。この申請については３度目ですが間違いありませんので委員の皆様方のご審議よろしくお願いいたします。以上です。
（前山会長）
　それでは本案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

（昇委員）

　これは先の委員会で農振地域除外申請のあった土地だとの説明がありましたが、農振地域除外申請が許可されたという許可証を添付する必要があるのではないですか。
（山下次長）
　２月２７日に許可が下りたのですが、農林振興課の確認を取りまして許可証は今までの事例で添付はしておりません。
（昇委員）

　許可証は発行しないということですか。

（山下次長）

　農振変更の許可は県知事から農林振興課に来ています。その許可証は農林振興課にあります。その報告を受けましてこの申請を受理した次第です。

　
（昇委員）

農業振興地域除外申請の農業委員会の意見を求められているわけですね、農業委員会には意見は述べても決定権はないわけですよね。その決定権は行政側にあるわけですよね。
（山下次長）

昨年度この土地については農振除外の意見を求められております。そこでこの地区については１種農地で土地改良事業が入っています。１種農地の除外には例えば公共用地であるとか、周りが市街化されているとか、そういう土地であれば土地改良事業が入った農地であっても許可の対象になります。
（昇委員）
　それは分かるのですが、その許可になりましたというのは農業委員会にも通知があったのですか。

（山下次長）

　こちらから農林振興課の方に確認を取りました。

（昇委員）
　それで済むのですね。

（山下次長）

　そうです。要するに農振が外れない限り転用の申請を受け付けていませんので、こちらに申請のあった時点で確認を取りました。
（昇委員）

　分かりました。

（前山会長）

外に質疑ございませんか。
(「なし」の声あり)
　質疑がないようですから、これをもって質疑を終結いたします。

お諮りいたします。

議案第１３号農地法第５条による許可申請については、担当調査委員による調査意見の報告のとおり許可意見と認めることにご異議ございませんか。

(「異議なし」の声あり)
ご異議なしと認めます。

よって、議案第１３号農地法第５条の規定による許可申請については、審議の結果各項目とも適当と認めて県農業会議に諮問することに決定いたしました。

　

日程第６
議案第１５号名瀬地域農用地利用集積計画（利用権設定）の決定について、を議題といたします。

　事務局に議案の朗読及び説明を求めます。

（川内局長）

（事務局の朗読及び説明）
　内容につきましては、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしていることを報告いたします。
（前山会長）

　これから本案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。
　

(「なし」の声あり)
質疑がないようですから，これをもって質疑を終結いたします。
お諮りいたします。

議案第１５号名瀬地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定については、これを認めることにご異議ございませんか

　(「異議なし」の声あり）
ご異議なしと認めます。
よって、議案第１５号名瀬地域農用地利用集積(利用権設定)の決定については、審議の結果これを認めることに決定いたしました。
日程第７
　議案第１６号笠利地域農用地利用集積計画（利用権設定）の合意解約の決定について、を議題といたします。

　事務局に議案の朗読及び説明を求めます。

（中尾分室長）

（事務局の朗読及び説明）

（前山会長）

　これから本案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。
　

(「なし」の声あり)
質疑がないようですから，これをもって質疑を終結いたします。
お諮りいたします。

議案第１６号笠利地域農用地利用集積計画(利用権設定)の合意解約の決定については、これを認めることにご異議ございませんか

　(「異議なし」の声あり）
よって、議案第１６号笠利地域農用地利用集積(利用権設定)の合意解約決定については、審議の結果これを認めることに決定いたしました。
日程第８
議案第１７号笠利地域農用地利用集積計画（利用権設定）の決定について、を議題といたします。

　事務局に議案の朗読及び説明を求めます。

（中尾分室長）

（事務局の朗読及び説明）
内容につきまして農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしていることを報告いたします。
（前山会長）

　これから本案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。
（吉委員）

　この農業生産法人の中身の説明をお願いします。今回新規ですよね。
（中尾分室長）
　島本さんがするということであったのですが、島本さんを含め今回３人で法人を立ち上げて法人で経営をするということでの申請です。笠利町和野のばんじろうセンターの隣で法人を立ち上げるということです。
（前山会長）

　先程の個人借りていたものを解約して法人で借りるということです。

（吉委員）

　法人の届出は法務局にも市の方にも来ているのですか。

（中尾分室長）

　法人の定款とかそういうものは作ってあります。今回認められれば法人として認められるということです。

（吉委員）

　分かりました。

（昇委員）

　利用権を設定した者、貸人も生産法人の経営者の一人ですか。
（中尾分室長）

　入っていません。貸す人は入っておりません。
（前山会長）
　外に質疑ございませんか。

(「なし」の声あり)
質疑がないようですから，これをもって質疑を終結いたします。
お諮りいたします。

議案第１７号笠利地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定については、これを認めることにご異議ございませんか

　(「異議なし」の声あり）
　ご異議なしと認めます。

よって、議案第１７号笠利地域農用地利用集積(利用権設定)の決定については、審議の結果これを認めることに決定いたしました。
　暫時休憩いたします。

　議事を再開いたします。
日程第９
議案第１８号奄美農業振興整備計画変更申請（重要な変更:除外）について、を議題といたします。

事務局に議案の朗読及び説明を求めます。

（川内局長）

(事務局の朗読と説明)

　№１の申請人が名瀬仲勝の吉田さん、土地の所在が笠利町大字宇宿字カリヨ１３１０番１外２筆で８，３０５平方メートルです。理由が染色工場、植物園建設のためとなっております。以上です。
（前山会長）

　それでは本案に対する担当調査委員による調査意見の報告を求めます。

（喜野委員）

　議案第１８号奄美農業振興地域整備計画の変更申出について報告いたします。

　３月１４日午後２時に申出者であります吉田さん宅で面談いたしました。

この農地は父から相続し所有しておりましたが、名瀬在住のため実際に耕作できず購入希望者がいれば売却を行いたいと考えていたとのことです。今回東京の株式会社「檸檬草」が購入をしたいとのことで売却を決めたそうです。所有地が農振地域内なので今回農振地域からの除外を奄美市に申出を行いましたとのことでした。申請書記載内容に相違のないことを確認いたしました。以上です。
（昇委員）
　３月１０日このような場合の現地調査を３名の委員でと名簿には掲げられておりましたが、笠利分室長の配慮により笠利在住農業委員全員で現場を確認し説明を受けようではないかということになり３月１０日これを実施いたしました。２人事情で欠になりましたが在住の農業委員１０名と分室長、会長、事務局長、事務局次長同席の上また、申請者側からは社長の山口さん、地元でこの問題に当たっている植田さん出席の下で現場で確認をいたしました。当日は風が強く寒い日でもありましたので会場をどこか設定してはと申請者側から申出がありましたので、急遽場所を宇宿集落の集会施設の生活館に集まるようにお願いをし、そこで少し時間を割いて申請者側の説明をいただきました。奄美市本庁からは商水課の課長及び課長補佐が同席していたように記憶しています。申請者側はこの申請書にもありますように染色工場と植物園を建設したいという方針であります。折から奄美の大島紬が疲弊し今や奄美の優れた技術が後世に伝授できるのかどうか危ぶまれている状況の中で、一筋の光の如く京都の和装経営者と東京で和装店を経営している資金的にもある程度余裕のありそうな方々が「檸檬草」という会社を設立して、奄美の大島紬は古い時代から日本では有数の伝統織物であるという位置付けの下で、奄美で手織織物の工場を造りたいという説明でした。当座の資金も１億円で土地購入と施設を建設したいという情報を早くから耳にしておりました。色々と土地を探しに関係者を回ったようですが、結局のところこの申請地になったようです。申請地は申請書にありますように笠利町東海岸の広大な基盤整備地区です。この地域は県営畑総事業で広大な整備が図られその以前に笠利町が事業主体になって団体営農地開発事業で整備をした地域が両方にありますが、その一帯の眺めの良い小高い所にある場所です。申請者側はこの事業を興すに当たって外国人を主に目当てにした観光を兼ねた、伝統織物を継承していきたいという意向もあり場所を選んでいたということで、この土地に狙いを定めたという経緯があるようです。私が申しますでもなく基盤整備地区内農業振興地域の第１種農地ですので非常に難しい面がある反面、大島紬を再起させるためのきっかけになる大きなステップにもなるかも知れないという一定の期待感もあり、申請書を手にする前にも基盤整備地区外の土地の方が良いよということを再三にわたって提案をした経緯もありますが、基盤整備地区内でやるのであれば難しい審査を経なければならないと、そこを合格できるかどうかは私も確証が持てないと話しをしていたところですが、そういった事業の内容でございます。農業の振興に係る農地でありますので農業の振興に係る利用目的であれば構わないだろうという思いで今日の会に出席していたので私は良しとする発言は控えておきます。ご審議方をお願いいたします。以上です。
（野﨑委員）
　議案第１８号№１について報告いたします。

　１１日１２時３０分笠利分室長、肥後委員、私で現地を確認しました。
　奄美農業振興整備計画変更申請地は県営畑総がされた１種農地であり周りの農地ではＩターン者等がハウスを建てたりして農業を頑張っています。農業をしていない農地の所有者の売りたい気持ちは分かりますが一企業に県営畑総の１種農地を買いまくられたら後々大変なことになるという気がいたします。また、連鎖現象が出てくる可能性もあります。染色工場等を建設したいということですが実務担当の植田さんは元奄美大島紬の染色業者です。笠利町・県の予算で建設された大島紬関係の糊張り場、染色工場等が使用していないものが幾つもあります。そういうものを利用させることも必要ではないかと考えました。また、将来の農業を考えた場合農業関係者に譲渡することをお願いいたします。そういうことでこの変更の案件は賛成できません。以上です。
（肥後委員）
　奄美農業振興整備計画変更申請について農業委員会の意見が求められている件で３月１０日笠利の委員全員による現地調査の連絡を受けていましたが、個人的事情がありまして参加出来なかったために３月１１日午後０時３０分より笠利分室長に再度来ていただきまして野﨑委員、肥後３名で現地確認をしました。
正直な気持ちとして何故ここを事業の候補地に選ばれたのかなと思いがいたしました。この土地は昨年まで借りていた方がキビを作っていましたが、その方が亡くなられましたのでこのような方向の話になったのだろうと推測されます。この土地は親から相続された土地で所有者には農業をしない等色々の理由があってのことだと思います。所有権者は処分する権利がありますが法令の権限内ということでありますので、まず農業をされないのであれば農業委員会に相談していただきたかったという思いがあります。計画書の値段であれば引き続き農地としての活用が出来る道もあったのではなかろうかと思いました。事業を興す側は計画書によれば十分な広さがあることを理由に挙げていますが、これは改良事業によって分散した土地を集積してこの面積です。面積が８千平方メートルを越える広い農地であること、また、このことが他の先例にならないか危惧もされます。同じ農振地域内であってもせめて改良事業を行っていない所はなかったのだろうかなという思いもあります。しかし奄美市が地域の発展、産業の振興また紬の振興策として、大局的立場からどうしてもこの場所を振興地域から除外することが必要と判断されるのであれば事業する側としっかり協定書を結び確実に地域振興に繋げる道筋が整えば、その時は私達農業委員会としても考えていかなければならないのではないかと思います。まだ５条申請も出ておりませんが５条申請の許可を前提としての案件ですので、優良農地を守る立場の私達としては現在の状態のままでは私は賛成を保留させていただきたいと思います。以上です。
（前山会長）
　これから本案に対する質疑に入りますが、その前に商水情報課の方から説明をお願いします。
（信島主幹兼係長）
　皆さん、おはようございます。私は企業誘致の担当をしております信島と
申します。現在商水情報課の情報政策係長をしております。この件につきまして直接関わっておりますのでこれまでの状況等について説明をさせていただきます。一部先程の昇委員から話した内容と重複する部分があると思いますがお許し下さい。まずこの事業計画ですが、昨年の７月に京都の帯意匠である老舗の「誉田屋源兵衛株式会社」の代表の山口さんがお見えになりまして、奄美の方で特に笠利町の方で大島紬をはじめとした日本全国の紬の織り技術を伝承する施設を造りたいと育成をしていきたいというのがまずひとつ、もうひとつは洋服で使える広幅７０センチメートル幅の布を作りたいと、この布を作るに当たってはかつて大島紬を織られていた方々の力を得ながら作っていきたいという話しでした。この作ったものにつきましては今株式会社「檸檬草」が出来上がっていますが、代表取締役社長の山口さんと東京の方に株式会社「ユナイテッドアローズ」というアパレル関係で洋服の販売等をする年商１，４００億円程の企業ですが、作ったものをそちらの方が買って製品にして売るという流れになっています。私共としましては新たな雇用が生まれること、織工さんを中心とした地元への仕事が生まれるということ、これを踏まえて市としてはバックアップをしていきましょうという話しで、これは鹿児島県も一緒でバックアップをしていくということになりました。その中で土地をどうするかという話になりまして町内の十何カ所が候補地として上がりました。その中には市の土地もございました。民間の土地の方も色々あったのですが観光施設等も兼ねる関係で景勝の問題、民間の土地については相続の関係があり、中々決まらずに最終的に今ご相談させていただいている現在の土地になっているところでございます。こちらに立地される企業としましては出来るだけ地元の農家の方々の雇用のお役に立ちたいという思いもありますので、そういった形で関わらせていただきましたので以上概況だけを説明させていただきます。ただ、この後にご質問がありましたら対応させていただきますのでよろしくお願いいたします。
（前山会長）
　ただいま説明を受けましたが、質疑に張りたいと思いますが質疑ございませんか。

（南委員）
　現地に１０日に実際に行ったのですが、その説明の中でこの計画書自体がどうも数字合わせのばたばたして作り上げたような感じがあったのですから、建物ひとつひとつの平面図と位置図はあるのですが、建物自体の面積で１，０００平方メートルですがそれに対して建築費が５千万円しか計上していなかったものですから、相対的な事業費は１０億円ということで建築費は出来れば５億円程に押さえたいとか、或いは生産反数を６，０００反と計画書に載せてあったものでこういう形で年間６，０００反生産出来るのかと聞きましたら、そこまでは出来ずまだ生産単数は下がってくるだろうとかいう説明を受けたのですが、まだ事業の細部についてもう一寸ちゃんとした予算やら建物の見取図やらを付けて出して欲しかったなという点が一点と、先程野﨑委員からも話しがありましたように折角農業の振興を図り農家の所得を上げるということで整備した土地でございますので、出来れば農家である方に吉田さんが譲りたいのであれば譲ってもらって、この計画自体は非常に素晴らしい計画ですので場所についてはもう一寸熟慮する余地があったのではないかという思いがあります。私も畜産農家だから言えるのですが、営農センターの近くにあるものですからどうしても堆肥を攪拌する時にはどんなに微生物を使って発酵の時の臭いを抑えても、やはり慣れていない臭いに対しては人は非常に敏感なのです。私も川上なのですが川上に住んでいる人自体は少々そのいう臭いがあってもそんなに抵抗を感じないのですが、これは後々観光客も誘致したいという計画ですのでそういう観光客が訪れた場合は攪拌する時にある程度臭いが出るものですから、慣れていない臭いに対しては敏感な人達が果たしてそこに対してクレームを付けて後々トラブルの原因になりはしないかと思います。それとあと一点スプリンクラーが周りに付いているので風の向きによってはそこまで水の飛沫が飛んで、そこを通行する時に偶々スプリンクラーが回っていて水がかかったというクレーム等が出て来はしないだろうかという危惧をあちらを見たときに受けた訳です。そういうことで私としてはこの件については再考慮する必要があるのではないのだろうかという気持ちです。
（俵農政係主査）

　補足説明をいたします。農地法関係で第１種の転用は原則的には許可しないというのがあると思うのですが、今回企業誘致で申請をしている施設についてはその例外規定になる就業機会の増大に寄与する施設ということで、例外的に転用許可が出来る可能性がある施設となっています。その条件として雇用する人の中で３割以上を農業従事者、直接農業をされている方か若しくはその家族を雇用することが条件となっています。これを守っていただくために商水情報課の方が担当なのですが、雇用協定を奄美市とこの会社で結ぶ手続きをしているところです。その雇用協定の中で必ず農業従事者を３割以上は確保しますということで協定を結んで、その条件をクリアする方向で手続きを進めているところです。農振除外については農地転用の見込みのないものについては難しいという判断がありますので、この法的なものでいけば農地転用が出来る可能性があるということで今回意見をいただくことになった経緯があります。以上です。
（前山会長）
　外にご質問、ご意見ございませんか。

　雇用が生まれるということで事業自体は大変良いものだと思うのですが、我々の意見としてはやはり農振を除外して良いのかという意見ですので、は農地を守る立場から意見を出して欲しいと思います。そういった面で協議会に移して意見を出してもらいたいと思います。
　協議会に移します。

　正会に返します。

　お諮りいたします。
　議案第１８号奄美農業振興整備計画変更申請（重要な変更:除外）に伴う意見書については、ただいま出た意見を列挙するということでよろしいでしょうか。
（山下次長）
　事務局としては、「申請地は概ね１０ヘクタール以上の規模の一団の農地の区域内の農地で土地改良法第２条第１項，第２項に規定する土地改良区域内にある農地で、良好な営農条件を備えている第１種農地であります。現行の一般的な第１種農地の転用許可基準では転用は認められないと考えられます。しかしながら本事業における雇用協定書には雇用する農業従事者が総従業員数の３０パーセント以上となるようにしなければならないと謳われております。そこで農業従事者の就業機会の増大に寄与する施設であるとは考えられます。」として、判断は付けずに意見書を出したいと思いますがいかがでしょうか。
（肥後委員）
　企業誘致に反対するものではありませんが、あの土地を農地として活かす方法を考えると農地として使いたいという人がいないのかどうか、私はいるのではないかと思うのですが、企業誘致をされるのであれば先程の空港跡地とかは時間がかかるからとの職員の説明でしたが、それはないと思います。県もバックアップするとのことでしたので県も一肌脱いで県の管轄の土地を提供しても良いのではないかという思いもあるし、出来れば農地として使って欲しいという思いもありますので、今日色々意見が出ましたのでその意見も添えて、決定権は行政の方にある訳ですので、そういった含みを持って回答を出していただきたいと思います。以上です。
（榮委員）
　次長のものに付け加えてやればよろしいのではないですか。

（山下次長）
　今肥後委員が言われましたように，第１種農地で優良農地であるので現在の基準では転用できないと考えるており、この農地については出来れば農業のために活用していただきたいというのが農業委員会の意見でありましたと併記したいのですが。
（前山会長）
　今次長からあったものをひな形にしてそういった意見書でよろしいでしょうか。

（「異議なし」の声あり）
　ご異議なしと認めます。

　よって、議案第１８号奄美農業振興整備計画変更申請（重要な変更：除外）に伴う意見書については、次長からあったものをひな形として皆さんの意見を併記することで意見書として提出いたします。

日程第１０
　議案第１９号奄美農業振興整備計画変更申請（軽微な変更：用途区分の変更）に伴う意見書について、を議題といたします。

　事務局に議案の朗読及び説明を求めます。
（川内局長）

（議案の朗読及び説明）

　№２につきましては、以前重要な変更で除外をした部分ですが、これを用途変更で施設用地にしようとするものです。以上です。

（前山会長）

　それでは本案に対する担当調査委員による、調査意見の報告を求めます。

（南委員）

　議案第１９号について、調査報告いたします。
笠利町平大ムトリ原１２３２番１の土地につきましては、去る１１月の定例会の議案第７４号№３において詳しく報告を申し上げ委員お方々の同意を得た議案でありますが、奄美市の軽微変更認定申出書の受理を受けての議案提出となっております。１１月の定例会でも報告いたしましたとおり濱田さんが生産した農産物をこの場所で店舗を設けて売りたいということでの軽微変更でありますので委員の皆様方のご審議をお願いいたします。以上です。
（前山会長）
　これから本案に対する質疑に入ります。
　これは自家生産したものを売る産地直売所みたいなものです。
　質疑ございませんか。

　(「なし」の声あり)

質疑がないようですから、これをもって質疑を終結いたします。

お諮りいたします。

議案第１９号奄美農業振興整備計画変更申請（軽微な変更：用途区分の変更）に伴う意見書については、担当調査委員による調査意見の報告のとおり、これを認めることにご異議ございませんか

(「異議なし」の声あり）

ご異議なしと認めます。

よって、議案第１９号奄美農業振興整備計画変更申請（軽微な変更：用途区分の変更）に伴う意見書については、審議の結果これを認めることに決定いたしました。

日程第１１
議案第２０号下限面積（別段面積）の認定について、を議題といたします。

事務局に議案の朗読及び説明を求めます。

（川内局長）

(事務局の朗読と説明)

下限面積（別段面積）につきましては、昨年、全地区２０アールに統一してありますが、毎年、この別段面積は総会に諮り決定しなければなりませんので、ご審議よろしくお願いします。

（前山会長）

　これから本案に対する質疑に入ります。

別段面積につきましては、昨年、全地区２０アールに統一してあります。質疑ございませんか。

　

(「なし」の声あり)

質疑がないようですから、これをもって質疑を終結いたします。

お諮りいたします。

議案第２０号下限面積（別段面積）認定については、これを認めることに、ご異議ございませんか。

(「異議なし」の声あり）

ご意義なしと認めます。

よって、議案第２０号下限面積（別段面積）の認定については、審議の結果奄美市全地区を２０アールに決定いたしました。

以上で、本日用意した議事日程はすべて審議を終了いたしました。
連絡事項等があるようですから、これから協議会へ移したいと思います。

　協議会に移します

　正会に返します。
　以上で，本日用意した案件は全て審議終了いたしました。

　本日はこれにて散会いたします

　お疲れ様でした。
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